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大阪府東部に位置する八尾市は、市域の東部は生駒山地西麓、中央から西部は河内

平野の中心部にあたります。この地域は古 くから人々が生活の場として盛んに活動 し

ており、現在でもその痕跡が数多く存在しています。

近年、都市開発に伴い各種の土木工事が実施されるのに伴い、破壊され消滅する埋

蔵文化財が存在します。それらに対して事前の発掘調査を実施し、記録保存をおこな

い、先人が残してくれた貴重な文化簿を後世に伝承することが我々の責務であると認

識する次第です。

今回報告する弓削遺跡は市域南部の志紀町南三丁目周辺に所在する遺跡です。第 9

次調査は平成 20年度に公共下水道工事に伴う発掘調査として実施したもので、遺構。

遺物は出土しませんでしたが、調査地がかつて河川の流路になっていたことがわかり

ました。

最後になりましたが、発掘調査に際してご協力いただきました関係諸機関の皆様に

感謝申し上げると共に、発掘調査及び整理作業に携わった多くの方々に御礼申し上げ

ます。今後とも文化財保護に一層のご理解、ご協力を賜 りますようお願い申し上げま

す。

平成 20年 12月 1日

財団法人 八尾市文化財調査研究会

理事長 岩 暗 健 二

し が  き
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1。 本書は、大阪府八尾市志紀町南三丁目地内で実施した寝屋川流域下水道飛行場北増補幹線 (第

3工区)築造工事に伴う弓削遺跡第 9次調査 (Y G E2008-9)発掘調査報告書である。

1.本調査は、八尾市教育委員会の指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が大阪府

東部流域下水道事務所から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は平成20年 8月 20日 ～平成20年 9月 9日 (実働 4日 )にかけて、木村健明・坪田真―・

樋口 薫を調査担当者として実施した。調査面積は約13∬である。
1.内業整理は、現地調査終了後随時実施し、平成20年 10月 に完了した。

1.本書の執筆・編集は木村がおこなった。

tアJ

1,本書掲載の地図は、大阪府八尾市役所発行の2,500分の 1地形図(平成 8年 7月 編纂)、 およ

び八尾市教育委員会発行の『八尾市埋蔵文化財分布図』 (平成19年度版)を基に作成した。

1.本書で用いた標高は東京湾標準潮位 (T,P.)で ある。
1.土色については、『新版 標準土色帖』2007年度版 農林水産技術会議事務局監修 財団法
人日本色彩研究所 色票監修を使用した。
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第 1章 位置と環境
弓削遺跡は八尾市南東部の志紀町南二・三・四丁目、弓削町三丁目に所在 し、東西約0.5km・

南北約0,7kmの範囲に広がる弥生時代後期以降の複合遺跡である。

地理的には、旧大和川の主流であった長瀬川左岸の沖積地上に位置する。周辺には北西に志紀

遺跡・田井中遺跡・木の本遺跡、長瀬川を挟んだ北東に東弓削遺跡があり、南は市境を挟んで遺

跡名が異なっているが、弓削遺跡と一連と捉えられている本郷遺跡 (本白原市)が隣接する。

当遺跡内では、大阪府教育委員会・八尾市教育委員会 。(財)八尾市文化財調査研究会、本郷遺

跡内では、柏原市教育委員会が発掘調査をおこなっている。

弓削遺跡・本郷遺跡の既往の調査については、第 7次調査報告書 (第 1表参照)に詳細に記され

ており、また今回の調査地周辺は調査事例が少ないため、簡潔に記すにとどめる。

今回の調査地は弓削遣跡の東端に位置する。周辺では 8・ 10で河川堆積層が検出されているほ

か、 1・ 2で弥生時代後期の上器、12で奈良時代前半、13で弥生時代中期と奈良時代の上器、 5

で弥生時代後期の上器と埴輪が出土している程度である。調査区の規模も影響していると思われ

るが、顕著な遺構は検出されていない。遺構が検出されているのは、これまでのところ、相原市

域と西側に多い状況である。

O     (15000    200m

第 1図 調査地周辺図
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第 1表 周辺の調査一覧表
遺
跡
番

号 調査名 調査主体 主な成果 文献/発行年

弓

削
　
（八
尾
市
）

1 90-533 八尾市教委 弥生後期末 :土器 踊醜課巖耗誠鰤郵需
I』 墟

2 94-631 八尾市教委 弥生後期末 :土器
『八尾市内遺跡平成7年度発掘調査報告書 I』 八尾
市文化財調査報告33/1996

3 98-380 八尾市教委
河川堆積層(弥生土器・須恵器・埴輪)、
弥生後期 :土器 肝醜課融l,毎誠榊郵鰭

I』 規

4 99-429 八尾市教委

%哲訂詔慧託響駐場〔続
度発掘調査報告書』八尾市

5

99-524 八尾市教委

Y G E2000-3 研究会 弥生後期 :土器、古墳後期 :埴輪、近
世 :溝

『八尾市立埋蔵文化財調査センター報告3平成13
年度』/2002

6 2002-23 研究会 弥生中期～後期 :土器・石器

瞬 醜義静うな籠
度発掘調査幸R告書』八尾市

7 2002-66 研究会 近世以降 :溝

8 2004--347 研究会 近世以前 :河川堆積層
『八尾市内遺跡平成17年度発掘調査報告書』八尾市
)Cイと只オ邑阿望竪幸Rt子53/2006

9 Y G E2002-4 研究会 弥生後期 :土坑 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告75』 /2003

Y G E2003-5 研究会 河川堆積層 『財国法人人尾市文化財調査研究会報告78』 /2004

Y G E2007-7 研究会 古墳時代前期後半 :落込、古墳時代中
期後半 :溝

『財団法人八尾市文化財調査研究会報告112』 /2008

2007-54 研究会 奈良前期 :土器群 7席課華慧託響騨掲B縄度発掘調査報告書』八尾市
Y G E2008-8 研究会 弥生時代中期・奈良時代 :土器 未報告

Y G E2008-9 研究会 河川堆積層 本 書

本

郷

（柏

原

市
）

81-1次 相原市教委 『猫原市埋蔵文化財発掘調査概要 1981年度』/1982

83-1次 相原市教委 鋸著塁藝
末 :土器、弥生中期～古墳前

『/1H原市所在遺跡発掘調査槻報一大県・田辺・本郷
遺跡 -1983年 度』相原市文化財報告 1983-Ⅳ
/198483-2次 猫原市教委

84-2次 相原市教委 古墳後期 :溝 (須恵器・獣骨)
『本郷遺跡・玉手山遺跡―マンション建設に伴う
一』相原市文化財概報 1984-Ⅵ/1985

85-1次 相原市教委 古墳後期 :須恵器・土師器・製塩土器 『オ白原市埋蔵文化財発掘調査概報 1985年度』/1986

88-1次 相原市教委「現地表下2mで遺物包含層を検出J 『相原市埋蔵文化財発掘調査概報 1988年度』猫原市文化財報告 1988-1/1989

2次 相原市教委 中世以降 :洪水層
『高井田遺跡・本郷遺跡-1989年度公共事業に伴う
一』相原市文化財概報 1989-Ⅳ /1990

91-1次 相原市教委
弥生中期 :土坑、弥生後期 :方形周溝
墓・溝 1/1ヽ銅鐸)、 古墳中期 :竪穴住居

『本郷遺跡 1991・ 1992年度』柏原市文化財概報
1992-I1/1993

91-2次 相原市教委 古墳後期～飛鳥時代末 :溝
『相原市遺跡群発掘調査概報 1991年 度』相原市文
化財概報 1991-Ⅳ/1992

94- 1次 相原市教委 「現地表下09mで中近世の包含層」 『猫原市埋蔵文化財発掘調査概報 1994年度』相原
市文化財報告 1994-1/19952次 相原市教委 近世 溝、「中世の遺物包含層」

98- 1次 相原市教委 齢路謬虹核砲と牽年後期
～古墳前期: F本郷遺跡―公共下水道管埋設に伴う一』相原市文

化財概報 1998-Ⅳ /1999

※ 調査主体名称の省略についは以下の通り。
人尾市教育委員会 :八尾市教委、相原市教育委員会 :相原市教委、(財 )八尾市文化財調査研究会 :研究会

第 2章 調査の成果
第 1節 調査の方法と経過
今回の調査は、八尾市志紀町南三丁目地内で計画された寝屋川流域下水道飛行場北増補幹線 (第

3工区m5)築造工事に伴うものである。調査地は弓削遺跡東端を南北に走る国道25号線の南行
き車線上に位置する。交通量の関係から調査は夜間におこなった。

調査区は到達立孔設置に伴って掘削される部分である。調査区の平面形は直径 4mの円形を呈
し、面積は約13ど を測る(第 2図 )。
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調査は事前に現地表 (T,P。 +14.65m)下2.Omま で機械掘削がおこなわれており、ライナープレー

ト3段が設置されていた。発掘調査はそれより下の1,Omを対象に人力掘削と機械掘削を併用し

ておこなった。その後、現地表下5,Omま で工事に伴う掘削に立会い、遺構 。遺物の有無および

堆積状況の確認をおこなった。

第 2節 層序
調査区内は掘削に際して事前に注入された土壌改良剤の影響を大きく受けており、本来の堆積

状況を確認できる部分はほとんど存在しなかった。発掘調査部分では、かろうじてT,P,+11.4～

11.7mで責褐色砂礫層の存在を確認した。立会調査部分ではさらに土壌改良剤の影響が強くなり、

調査区のほぼ全体が硬化していた。しかし、その中にも砂礫層が含まれていることを確認した。

第 3節 遺構と遺物
今回の調査では、遺構・遺物ともに検出しなかった。

第 3章 まとめ
今回の調査では遺構・遺物ともに確認できなかった。

層序は土壌改良剤の影響を大きく受けており、本来の堆積状況を確認できる部分はほとんど存

在しなかった。そのため確認した砂礫層も本来の位置を保っているかは定かではないが、発掘お

よび下層確認の立会を通じて調査区内で砂礫層が存在することを確認している。

調査区付近は宝永元年 (1704)に おこなわれた大和川の付け替え以前は本流が流れていた場所で

あり、調査区は大和川の流路内に位置していたと考えられる。

TP+150

_既 掘削部分

撹乱

にぶい黄橙色
(10YR7/3)砂 礫層
(直径10cm程度を含む)

O          (1:400)         20m

第2図 調査区位置図
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第3図 断面桂状模式図 (S=1/100)
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調査風景 (南から) 掘削風景

平面精査後状況 (東から) 断面 (東から)

深掘状況 (東から) 深掘断面 (東から)

下層掘削状況 (東から) 下層掘削状況 (東から)
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